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住
者
と
し
て
お
り
、「
一
時
的
な
出
稼
ぎ
や
季
節
移
動
、
特
定
の
目
標
を

果
す
た
め
の
留
学
生
や
、
駐
在
員
な
ど
の
移
動
か
ら
区
別
さ
れ
る
」
と
し

て
い
る
。『
新
社
会
学
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
移
民
」
と
は
、
居
住
地
を
越

え
た
人
を
さ
す
言
葉
で
あ
り
、
移
住
行
動
を
行
う
単
位
で
あ
る
。
国
境
を

越
え
る
移
住
を
行
う
場
合
は
、
特
に
国
際
移
動
と
呼
ば
れ
る
。
本
研
究
に

お
い
て
は
「
移
民
」
を
日
本
に
「
定
住
」
し
つ
つ
あ
る
ロ
シ
ア
出
身
者
を

指
す
語
と
し
て
用
い
た
い
。
今
日
で
は
、
さ
ら
に
、
日
本
に
お
け
る
「
国

際
結
婚
」
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
や
親
の
諸
般
の
事
情
に
よ
り
来
日
す
る
児

童
生
徒
も
増
え
て
い
る
。
川
上
は
（2006

）
彼
ら
を
「
移
動
す
る
子
ど
も

た
ち
」、「
移
動
す
る
児
童
」
と
い
う
定
義
の
も
と
で
捉
え
て
い
る
。
こ
こ

1
　
研
究
の
動
機

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
国
境
を
超
え
た
人
々
の
移
動
が
激
し
く
な
る

状
況
下
で
、
日
本
に
お
い
て
も
移
民
は
増
加
し
て
い
る
。
本
稿
で
あ
つ
か

う
「
移
民
」
に
つ
い
て
議
論
を
ま
と
め
る
と
、
英
語
か
ら
由
来
し
た
「
移

民
」
と
い
う
概
念
、
つ
ま
りim

m
igrant, im

m
igration, em

igration

と
い
う
社
会
的
な
現
象
は
い
か
に
定
義
さ
れ
る
の
か
み
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
日
本
に
お
け
る
同
様
の
現
象
は
、
時
代
に
よ
っ
て
（
こ
の
三
〇
年
間

に
わ
た
っ
て
）
そ
の
解
釈
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。『
社
会
学
辞

典
』
で
は
、「
移
民
」
を
異
な
る
国
家
間
の
人
口
移
動
あ
る
い
は
そ
の
移

研
究
ノ
ー
ト

日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
出
身
移
民
の
母
語
・
継
承
語
教
育
の
研
究

Ｏ
Ｂ
Ｃ
テ
ス
ト
に
よ
る
移
民
児
童
の
言
語
運
用
能
力
の
測
定
結
果
を
事
例
と
し
て

バ
ソ
ヴ
ァ
・
オ
リ
ガ
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語
発
達
状
況
に
着
目
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
母
語
・
継
承
語
教
育
研
究
へ

の
重
要
な
一
助
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
2
　
研
究
の
対
象
と
課
題

　

本
研
究
で
は
、
東
京
都
・
神
奈
川
県
に
暮
ら
す
小
学
生
前
後
の
ロ
シ
ア

出
身
の
移
民
児
童
を
対
象
に
、
Ｏ
Ｂ
Ｃ
テ
ス
ト（

2
）を
実
施
し
、
教
科
学
習

言
語
側
面
を
含
む
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
の
言
語
発
達
状
況
の
測
定
調
査
を

行
い
、
彼
ら
の
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
が
学
年
相
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検

討
す
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
ロ
シ
ア
語
に
重
点
を
置
い
た
。

3
　
先
行
研
究

　

先
行
研
究
に
お
い
て
、
漢
字
圏
の
言
語
背
景
を
持
つ
児
童
の
調
査
結
果

は
こ
れ
ま
で
も
あ
り
、
漢
字
を
共
通
に
用
い
る
が
似
て
い
る
言
語
の
場
合
、

児
童
が
漢
字
に
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
味
の
処
理
が
促
進
さ
れ
、

Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｐ
（Cognitive/A

cadem
ic Language Proficiency

）（3
）が
発

達
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
松
下　

2005

）。
し
か
し
、
文
字
表
記
が
異
な

る
場
合
は
、
二
言
語
間
の
関
係
が
複
雑
に
な
る
（
中
島　

2006

）。
し
た

が
っ
て
、
後
者
の
事
例
に
は
、
前
者
の
研
究
成
果
を
あ
て
は
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
に
お
け
る
非
漢
字
圏
の
児
童

で
言
う
「
移
動
」
は
、
空
間
的
な
移
動
だ
け
で
な
く
、「
言
語
的
移
動
」

の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
母
語
と
第
二
言
語
の
間
の
「
移
動
」

で
あ
る
。
そ
う
し
た
現
象
に
伴
い
、
継
承
語
教
育（

1
）の
必
要
性
や
、
そ
の

教
育
の
場
の
重
要
性
も
増
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
論
文
は
、
移
民

の
中
で
も
と
り
わ
け
ロ
シ
ア
出
身
の
親
を
も
つ
児
童
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、

彼
ら
の
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
の
言
語
運
用
能
力
や
発
達
状
況
の
比
較
検
討

を
試
み
る
。

　

日
本
国
憲
法
は
、
日
本
国
籍
所
有
者
以
外
に
就
学
の
義
務
を
定
め
て
い

な
い
が
、
日
本
も
批
准
し
て
い
る
国
際
人
権
規
約
は
、
外
国
人
の
就
学
の

権
利
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
の
学
校
の
多
く
は
児
童
の
言
語
使

用
を
日
本
語
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
、
日
本
の
学
校
を

選
択
す
る
家
庭
で
は
、
児
童
の
母
語
が
弱
体
化
す
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ

る
（
岡　

2003

）。
ロ
シ
ア
出
身
の
移
民
児
童
の
場
合
を
と
れ
ば
、
現
在
、

ロ
シ
ア
現
地
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
教
育
を
提
供
す
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
は
、

在
日
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
館
付
属
学
校
（
以
下
「
付
属
学
校
」）
以
外
に
は

な
く
、
研
究
の
対
象
外
と
な
る
外
交
官
を
除
き
、
日
本
で
生
活
基
盤
を
築

い
て
い
る
ロ
シ
ア
出
身
移
民
の
家
庭
に
と
っ
て
選
択
可
能
な
教
育
の
場
は

限
ら
れ
て
い
る
。「
ラ
シ
ン
カ
」
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
の

「
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
・
ス
ク
ー
ル
」
は
あ
る
が
、
二
世
を
対
象
に
し
た

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
実
践
で
あ
り
、
一
貫
性
の
あ
る
国
語
教
育
を
提

供
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
教
育
状
況
下
で
、
ロ
シ
ア
出
身
の
児
童
の
言
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面
を
扱
っ
て
き
た
が
、
二
〇
〇
一
年
以
降
は
、
議
論
が
さ
ら
に
発
展
し
、

た
と
え
ば
、
中
島
・
ヌ
ナ
ス
（2001

）
は
、
異
言
語
間
で
学
齢
期
を
過
ご

す
児
童
の
会
話
に
お
け
る
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｐ
面
の
習
得
の
必
要
性
を
重
視
し
て
お

り
、「
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｐ
と
い
う
概
念
は
必
ず
し
も
語
彙
、
読
解
力
に
限
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
が
、
会
話
力
に
お
け
る
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｐ
面
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（Basic Interpersonal Com

m
unicative 

Skills

）
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
」
る
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
カ
ミ
ン
ズ
、
中
島
（2011

）
は
、
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｐ
と
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

と
い
う
二
つ
の
側
面
を
以
下
の
よ
う
に
三
つ
に
広
げ
て
、
子
ど
も
の
言
語

発
達
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。

⑴　

会
話
の
流
暢
度
（Conversational 

Fluency,

Ｃ
Ｆ
ま
た
は
Ｂ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
は
、
頻
度
の
高
い
語
彙
と
簡
単
な
文
法
を
含
み
、
外
国
人

児
童
生
徒
は
、
一
、
二
年
で
収
得
が
で
き
る
。

⑵　

弁
別
的
言
語
能
力
（D

iscrete Language Skills, D
LS

）
従
来

は
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｐ
の
中
に
込
み
込
ま
れ
て
い
た
基
礎
的
な
文
法
や
文
字
の

習
得
が
含
ま
れ
る
が
、
五
〜
七
年
も
か
か
る
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｐ
と
は
違
っ
て

外
国
人
児
童
生
徒
も
母
語
話
者
（
母
語
児
童
）
と
ほ
ぼ
同
じ
、
一
、

二
年
で
収
得
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑶　

教
科
学
習
言
語
能
力
（A

cadem
ic 

Language 
Proficiency,

Ａ
Ｌ
Ｐ
ま
た
は
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｐ
）
は
読
解
力
、
作
文
力
、
抽
象
語
彙
な
ど

の
母
語
・
継
承
語
教
育
を
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
は
、
充
分
な
蓄
積
が
あ

る
と
は
言
い
が
た
く
、
し
か
も
、
一
部
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
（
主

に
ブ
ラ
ジ
ル
人
）
を
扱
っ
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
本
研
究
は
、
そ
う

し
た
研
究
上
の
空
白
を
埋
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

3
・
1
　
ロ
シ
ア
の
移
民
児
童
を
扱
う
研
究

　

ロ
シ
ア
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
を
扱
っ
た
代
表
的
な
研
究
は
、
瀧

川
ニ
キ
パ
レ
ツ
（2007

）
の
研
究
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
女
が
論
文
を
発

表
し
た
時
点
（2007

）
で
は
、
日
本
で
生
ま
れ
た
児
童
は
未
就
学
で
あ
っ

た
た
め
、
充
分
な
デ
ー
タ
収
集
は
非
常
に
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

も
、
当
時
は
継
承
語
教
育
の
問
題
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
問
題
と
し
て
受
け

止
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（
瀧
川
ニ
キ
パ
レ
ツ　

2007
）。
さ
ら
に
、
ス

ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
な
ど
、
他
の
言
語
背
景
を
持
つ
児
童
を
対
象

と
し
た
研
究
と
比
較
す
る
と
、
ロ
シ
ア
語
に
関
す
る
こ
う
し
た
調
査
は
、

皆
無
に
近
い
。

3
・
2
　
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
児
童
の
言
語
能
力
を
扱
う
研
究
に
つ
い
て

　

日
本
に
は
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
児
童
を
対
象
に
し
た
数
多
く
の
研
究
が

あ
り
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
日
常
会
話
の
み
な
ら
ず
、
教
科
学
習
言
語

側
面
を
測
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
前
の
教
科
学
習
言
語
に
言
及
し

た
研
究
に
お
い
て
、
か
つ
て
は
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｐ
と
Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
と
い
う
二
つ
の
側
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form
ance

）」
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、「
言
語
能
力
」

と
は
言
語
の
知
識
で
あ
り
、「
言
語
運
用
」
と
は
具
体
的
な
場
面
で
用
い

ら
れ
る
実
際
の
言
語
使
用
だ
と
定
義
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
対
話
を
中
心

と
し
た
成
人
向
け
個
人
面
接
テ
ス
ト
で
あ
る
Ｏ
Ｐ
Ｉ
を
基
に
開
発
さ
れ
た

Ｏ
Ｂ
Ｃ
は
、
面
接
者
と
児
童
の
自
然
な
会
話
デ
ー
タ
（
言
語
運
用
の
デ
ー

タ
）
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、「
言
語
運
用
能
力
」
を
測
定
す
る
適

切
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
研
究
に

は
、
言
語
能
力
を
扱
っ
た
研
究
は
非
常
に
多
い
が
、「
言
語
運
用
能
力
」

を
扱
っ
た
研
究
は
極
め
て
少
な
い
（
迫
田　

2008

）。
従
来
の
筆
記
テ
ス

ト
は
、
出
願
者
か
ら
回
答
者
に
選
択
肢
を
与
え
る
と
い
う
一
方
通
行
の
測

定
ツ
ー
ル
だ
っ
た
た
め
、
言
語
運
用
と
は
結
び
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
つ

ま
り
、
規
則
は
知
っ
て
い
て
も
、
実
際
の
運
用
の
際
に
そ
の
知
識
が
使
え

な
い
と
い
う
問
題
を
見
落
と
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
Ｏ
Ｂ
Ｃ
は
こ
う
し
た
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

4
　
調
査
概
要

　

上
記
の
課
題
設
定
に
基
づ
き
、
調
査
を
行
う
。

4
・
1
　
採
点
及
び
分
析
方
法

　

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
児
童
の
言
語
能
力
の
測
定
ツ
ー
ル
を
扱
っ
た
先
行
研
究

が
含
ま
れ
、
複
雑
な
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
を
理
解
し
、
産
出
す
る

力
と
低
頻
度
の
語
彙
と
複
雑
な
文
型
、
教
科
学
習
で
は
言
語
的
に
も

概
念
的
に
も
高
度
な
文
章
の
理
解
頻
度
の
高
い
語
彙
と
簡
単
な
文
法

構
造
に
さ
ら
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
身
に
つ
け
る
ま
で
の
時
間

が
異
な
り
、
前
者
は
五
年
以
上
を
必
要
と
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は

五
年
〜
一
〇
年
程
度
を
要
す
る
。

　

ま
た
、
カ
ミ
ン
ズ
が
提
唱
し
た
二
言
語
間
の
相
互
依
存
説
（Cum

m
ins 

1980；

カ
ミ
ン
ズ
、
中
島　

2011

：32
）
を
踏
ま
え
る
と
、
表
記
法
の
異

な
る
ロ
シ
ア
語
と
日
本
語
の
背
景
を
持
つ
児
童
の
、
会
話
面
に
お
け
る
教

科
学
習
言
語
側
面
の
測
定
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｏ
Ｂ
Ｃ
測
定

ツ
ー
ル
を
用
い
た
代
表
的
な
研
究
に
は
、
主
に
中
島
・
ヌ
ナ
ス
（2001

）、

穆
紅
（2008

）、
石
井
（2007

）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
Ｏ
Ｂ
Ｃ
、

ま
た
は
そ
れ
に
類
似
し
た
測
定
ツ
ー
ル
を
扱
う
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
ツ

ー
ル
に
よ
る
測
定
す
る
「
能
力
」
の
定
義
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え

ば
、
Ｏ
Ｂ
Ｃ
で
測
る
「
能
力
」
の
日
本
語
に
よ
る
定
義
は
、「
日
本
語
力
」、

「
会
話
力
」、「
母
語
力
」、「
認
知
面
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

な
ど
多
様
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
Ｏ
Ｂ
Ｃ
を
利

用
す
る
際
に
「
言
語
能
力
」
と
「
言
語
運
用
能
力
」
を
は
っ
き
り
区
別
し
、

後
者
に
焦
点
を
当
て
て
調
査
を
す
る
。
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
（1965

）
に
よ
れ

ば
、
言
語
産
出
に
お
い
て
、「
能
力
（com

petence

）」
と
「
運
用
（per-



267　　日本におけるロシア出身移民の母語・継承語教育の研究

（
家
庭
内
の
言
語
、
教
育
実
践
の
選
択
）
の
関
連
性
も
検
討
し
た
。
採
点

は
、
会
話
の
量
的
評
価
（
会
話
の
産
出
率
）
と
質
的
評
価
（
五
段
階
評

価
）
に
分
け
、
基
礎
言
語
、
対
話
、
認
知
タ
ス
ク
を
三
つ
の
側
面
か
ら
評

価
す
る
。
Ｏ
Ｂ
Ｃ
テ
ス
ト
内
で
使
用
す
る
Ｔ
Ｏ
Ａ
Ｍ
（T

est of A
cqui-

sition and M
aintenance

）
語
彙
カ
ー
ド
は
、
単
語
の
一
般
的
な
習
得

順
に
合
わ
せ
て
、
質
問
の
語
彙
の
難
易
度
が
上
が
っ
て
い
き
、
被
験
者
の

習
得
し
た
語
彙
の
レ
ベ
ル
が
判
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
木
」

の
後
に
「
葉
」、
そ
の
後
は
「
枝
」
と
い
っ
た
順
に
呈
示
す
る
。
ま
た
、

Ｔ
Ｏ
Ａ
Ｍ
の
採
点
に
当
た
っ
て
は
、「
正
解
」「
誤
用
」
と
い
っ
た
単
純
な

二
分
法
で
は
な
く
、
許
容
で
き
る（

4
）回
答
も
「
正
解
」
と
し
て
扱
う
。
表

1
は
、
被
験
者
の
実
際
の
回
答
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
語
彙
の
正
誤
表

（
ロ
シ
ア
語
）
で
あ
る
。

4
・
2
　
テ
ス
ト
の
流
れ

　

日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
口
頭
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

ロ
シ
ア
出
身
の
移
民
児
童
を
対
象
に
Ｔ
Ｏ
Ａ
Ｍ
語
彙
カ
ー
ド
を
含
む
Ｏ
Ｂ

Ｃ
テ
ス
ト
を
行
う
（
導
入
、
語
彙
、
基
礎
、
対
話
、
認
知
タ
ス
ク
）。
導

入
タ
ス
ク
に
は
、
学
年
、
家
庭
内
の
使
用
言
語
等
の
項
目
が
含
ま
れ
る
。

Ｔ
Ｏ
Ａ
Ｍ
語
彙
テ
ス
ト
の
後
に
基
礎
タ
ス
ク
を
行
い
、
こ
こ
で
は
「
部

屋
」、「
日
課
」
と
い
う
カ
ー
ド
を
用
い
て
基
礎
知
識
を
問
う
。
次
に
、
対

話
タ
ス
ク
と
し
て
「
伝
言
」、「
誘
う
」
の
テ
ー
マ
が
描
か
れ
て
い
る
絵
カ

は
、
児
童
の
言
語
能
力
を
第
一
言
語
と
第
二
言
語
に
区
別
す
る
研
究
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
っ
た
（
ブ
ッ
シ
ン
ゲ
ル
、
田
中　

2010；

中
島
・
ヌ
ナ
ス

2001

）。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
研
究
の
場
合
、
日
本
生
ま
れ
、
あ

る
い
は
親
の
都
合
で
学
齢
期
前
に
来
日
し
た
場
合
は
、
第
一
言
語
と
第
二

言
語
を
区
別
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
第
一
言
語

と
第
二
言
語
の
定
義
が
明
確
で
な
い
と
山
内
（2003

）、
中
島
（2010

）、

岡
（2003

）
等
の
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
母
の
言
葉

と
必
ず
し
も
児
童
の
母
語
は
一
致
し
て
い
な
い
（
イ　

2009

）
事
例
を
考

慮
し
、
本
研
究
で
は
、
母
語
・
第
二
言
語
に
よ
る
区
別
を
せ
ず
、
被
験
者

を
入
国
年
齢
で
準
一
世
と
二
世
に
分
け
、
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
の
差
を
測

定
し
た
。
中
島
（2005

）
の
「
母
語
」
と
「
継
承
語
」
の
定
義
を
参
考
に
、

学
齢
期
の
途
中
で
来
日
し
た
児
童
を
「
準
一
世
」
と
し
、
日
本
生
ま
れ
、

も
し
く
は
幼
児
期
に
移
動
し
た
児
童
の
国
籍
を
問
わ
ず
「
二
世
」
と
分
類

し
た
。
被
験
者
は
、
記
号
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
（
下
記
の
表
2
〜

4
を
参
照
）。
被
験
者
番
号
の
頭
文
字
が
〝
Ｊ
〞
で
あ
れ
ば
、
日
本
人
と

の
結
婚
で
生
ま
れ
た
児
童
を
表
し
、〝
Ｒ
〞
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
両

親
と
も
ロ
シ
ア
出
身
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
八
番
は
三

文
化
・
三
言
語
背
景
を
持
つ
）。〝
Ｆ
〞
は
女
子
を
指
し
、〝
Ｍ
〞
は
男
子

を
意
味
す
る
。

　

な
お
、
事
前
に
親
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
し
て
も
ら
い
（
二
名
を
除

く
）、
分
析
に
お
い
て
は
、
被
験
者
の
背
景
及
び
複
合
的
な
環
境
要
因



言語社会　第 6号　　268

1998

：209

）
と
述
べ
て
い
る
。K

anno, 
H
asegaw

a, 
Ikeda, 

Ito 
&
 

Long

（2008

：174

）
の
研
究
で
は
、
継
承
語
話
者
の
特
徴
と
し
て
、
主

流
言
語
の
直
訳
が
出
や
す
い
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
に
、
準
一
世
と
二
世
の
被
験
者
が
、
語
彙
タ
ス
ク
に
お
い
て
回
答

し
た
日
本
語
か
ら
ロ
シ
ア
語
へ
の
直
訳
例
を
あ
げ
た
。
例
え
ば
、「
黒
板
」

を
“черная доска

”「
黒
い
板
」、「
バ
ス
停
」
を
“автобусная стан-

ция

”「
バ
ス
の
駅
」
と
す
る
例
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
世
に

お
い
て
接
尾
辞
に
指
小
形
を
つ
け
た
表
現
を
使
用
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

例
え
ば
、
“мы

ш
ка

”, 

“тетрадка

”, 

“лош
адка

”, 

“ноготочки

”な
ど

が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
日
常
会
話
で
女
性
が
多
用
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
に
回
答
し
た
児
童
は
女
性
の
保
護
者
と
の
接
触
が
多
く
、

保
護
者
が
指
小
形
で
あ
る
こ
と
を
認
識
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
使
っ

た
た
め
、
そ
の
影
響
を
児
童
が
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
単
数
を
表
し
て
い
る
絵
カ
ー
ド
に
対
し
、
複
数
形
を
表
す
語
彙
を

用
い
る
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、「
手
」
の
場
合
は
、

複
数
形
を
意
味
す
る
“руки

”と
い
う
回
答
が
目
立
っ
て
い
た
。
そ
の
理

由
と
し
て
は
、
日
常
生
活
の
な
か
で
は
、
“мы

ть руки

”「
手
（
両
手
）

を
洗
う
」
な
ど
と
い
う
頻
度
の
高
い
表
現
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
場
合
の

「
手
」
は
複
数
形
と
な
る
た
め
、
児
童
は
複
数
形
を
意
識
せ
ず
に
答
え
て

し
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
継
承
語
話
者
の
児
童
は

テ
ス
ト
の
場
面
で
、
単
数
形
と
複
数
形
を
区
別
で
き
な
い
傾
向
が
強
く
み

ー
ド
に
よ
る
ロ
ー
ル
・
プ
レ
イ
形
式
の
質
疑
応
答
を
行
う
。
最
後
は
「
公

害
」、「
地
震
」、「
物
語
」、「
食
物
摂
取
」
な
ど
の
抽
象
的
な
テ
ー
マ
が
描

か
れ
て
い
る
絵
カ
ー
ド
を
用
い
た
認
知
タ
ス
ク
が
行
な
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

「
物
語
」
タ
ス
ク
で
問
わ
れ
る
の
は
物
語
の
再
生
で
あ
る
。
認
知
タ
ス
ク

で
は
、
日
常
会
話
の
み
な
ら
ず
教
科
学
習
言
語
側
面
（
例
え
ば
「
食
物
摂

取
」
に
関
わ
る
内
臓
を
表
す
語
彙
等
）
を
習
得
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

5
　
結
果

　

調
査
し
た
結
果
を
量
と
質
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
分
析
し
、
表
2
〜

4
に
ま
と
め
た
。
被
験
者
を
準
一
世
と
二
世
に
分
け
て
採
点
を
行
い
、
日

常
会
話
と
教
科
学
習
言
語
レ
ベ
ル
を
量
的
と
質
的
に
評
価
し
、
そ
の
デ
ー

タ
を
分
析
し
て
考
察
を
行
っ
た
。

5
・
1
　
Ｔ
Ｏ
Ａ
Ｍ
語
彙
テ
ス
ト
の
結
果

　

先
行
研
究
で
は
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
は
語
彙
面
で
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
に
劣
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
（
中
島　

1998；

バ
ト
ラ
ー
後
藤

2009

）。
中
島
は
「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
は
こ
と
ば
の
概
念
や
機
能
で
は
、
モ

ノ
リ
ン
ガ
ル
に
劣
る
こ
と
は
な
く
て
も
、
両
方
の
こ
と
ば
の
語
彙
で
モ
ノ

リ
ン
ガ
ル
と
同
じ
量
と
質
を
保
つ
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
」（
中
島
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ョ
ン
が
ほ
と
ん
ど
日
本
語
に
シ
フ
ト
し
て
い
るJM

05

は
、
日
本
語
で
習

得
し
た
点
数
が
九
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
語
で
習
得
し
た
点
数

は
五
％
で
あ
っ
た
。
彼
が
ロ
シ
ア
語
で
回
答
で
き
た
語
彙
は
、
五
五
語
の

う
ち
わ
ず
か
“молоко

”（
牛
乳
）、
“самолет

”（
飛
行
機
）、
“собака

”

（
犬
）
の
三
語
と
非
常
に
少
な
く
、
す
べ
て
日
常
生
活
に
お
い
て
使
用
頻

度
の
高
い
語
彙
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
犬
の
尻
尾
」
を
求
め
る
カ
ー
ド
に

対
し
、「
犬
」
と
し
か
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
Ｔ
Ｏ
Ａ
Ｍ
語
彙
テ
ス
ト
の
測
定
結
果
か
ら
、
準
一
世
と
二
世
の

語
彙
習
得
に
関
す
る
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
準
一
世
の
場
合
、

日
本
の
滞
在
年
数
は
短
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
語
の
語
彙
を
土
台

に
し
な
が
ら
、
日
本
語
の
語
彙
を
急
速
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
一

方
、
ロ
シ
ア
語
に
関
し
て
は
周
り
で
ロ
シ
ア
語
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
な
け

れ
ば
、
頻
度
の
低
い
語
彙
の
運
用
能
力
が
落
ち
る
事
例
が
見
ら
れ
た
。

　

日
本
に
居
住
し
て
い
る
二
世
の
場
合
、
周
り
に
ロ
シ
ア
語
の
言
語
環
境

が
豊
か
で
あ
れ
ば
、
頻
度
の
低
い
語
彙
も
運
用
が
で
き
る
。
そ
の
時
に
日

本
語
の
語
彙
の
運
用
能
力
も
問
題
な
く
伸
び
る
。
し
か
し
、
日
本
語
も
ロ

シ
ア
語
も
低
い
レ
ベ
ル
に
留
ま
る
例
が
見
ら
れ
た
母
語
不
一
致
家
族
の
場

合
は
、
子
ど
も
の
言
語
形
成
の
土
台
と
な
る
母
語
が
成
立
し
に
く
い
。
こ

れ
は
、
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
の
使
用
頻
度
の
低
い
語
彙
の
イ
ン
プ
ッ
ト
が

両
方
と
も
充
分
に
な
さ
れ
な
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

一
方
で
、
母
語
不
一
致
家
族（

5
）の
二
世
の
文
法
的
な
誤
用
の
特
徴
と
し

て
は
、
複
数
形
の
特
殊
ケ
ー
ス
の
使
用
に
お
け
る
誤
用
が
多
く
み
ら
れ
た
。

例
え
ば
、
“Братья
”「
兄
弟
」
で
は
な
く
、
“браты

”、
あ
る
い
は
、

「
は
さ
み
」
を
“нож

ница
”「
正
解
は
“нож

ницы

”」
と
答
え
た
例
が

あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
“окно
”「
窓
」
の
場
合
に
、
そ
の
素
材
で
あ
る

“стекло

”「
ガ
ラ
ス
」
と
回
答
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

以
上
を
考
慮
し
、
Ｔ
Ｏ
Ａ
Ｍ
語
彙
テ
ス
ト
の
採
点
し
た
結
果
を
み
る
と
、

RM
09, RF19

の
例
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
準
一
世
（
滞
在
期
間
の
長
い

連
れ
子
を
含
む
）
は
、
ロ
シ
ア
語
の
ほ
う
が
優
位
で
あ
る
も
の
の
、
日
本

語
と
ロ
シ
ア
語
の
職
業
名
（
頻
度
の
低
い
語
彙
）
な
ど
を
表
現
で
き
な
い

児
童
が
目
立
っ
て
い
た
。

　

日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
の
語
彙
正
解
率
が
同
程
度
の
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し

て
い
た
二
世
は
、RM

04, RM
10, JF12, JF21, JF22

で
あ
る
。
そ
の
う

ち
母
語
不
一
致
家
族
の
児
童
はJF12, JF21, JF22

で
あ
る
。
日
常
生
活

レ
ベ
ル
の
語
彙
使
用
に
留
ま
っ
て
い
た
二
名
（JF11, JM

17

）
の
共
通
点

は
、
二
世
の
母
語
不
一
致
家
族
で
あ
っ
た
こ
と
、
日
本
語
の
語
彙
正
解
率

が
高
か
っ
た
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
語
の
語
彙
正
解
率
が
五
〇
％
未
満
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
、
被
験
者
の
う
ちJM

05

を
除
い
て
最

も
低
い
数
値
で
あ
っ
た
。

　

家
庭
に
お
け
る
言
語
使
用
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
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習
言
語
の
重
要
性
を
唱
え
て
お
り
、RM

09

の
場
合
も
、
ロ
シ
ア
語
を
基

盤
と
し
た
生
活
言
語
が
急
に
日
本
語
に
変
化
し
た
た
め
に
、
ロ
シ
ア
語
の

運
用
能
力
が
日
本
語
に
シ
フ
ト
し
た
二
世
と
同
様
の
傾
向
を
示
し
た
と
思

わ
れ
る
。
逆
に
、RM

09

と
同
じ
準
一
世
で
あ
る
他
の
例
（RM

07, RM
14, 

RM
15

）
を
見
る
と
、
彼
ら
は
来
日
時
に
、
八
歳
に
達
し
て
お
り
、
母
語

が
既
に
あ
る
程
度
形
成
さ
れ
て
い
た
た
め
、
言
語
環
境
が
変
わ
っ
て
も
、

彼
ら
の
認
知
タ
ス
ク
に
お
け
る
学
習
言
語
習
得
は
学
年
相
当
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

続
い
て
準
一
世
を
み
る
と
、
ロ
シ
ア
語
に
お
い
て
学
年
相
当
で
あ
る
運

用
能
力
を
持
つ
被
験
者
は
、RM

07, RF13, RM
14, RM

15, RF19

で
あ

る
。RF19

を
除
い
て
彼
ら
は
準
一
世
で
母
語
一
致
家
族
の
児
童
で
あ
る

と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

　

母
語
不
一
致
家
族
の
二
世
の
被
験
者
一
二
人
の
中
でJF11

に
注
目
し

て
み
た
い
。
パ
リ
ン
ス
キ
ー
（2008

）
は
、
継
承
語
話
者
を
母
語
話
者
に

近
い
水
準
に
達
し
て
い
る
“com

petent speaker

”と
定
義
し
て
お
り
、

JF11

の
ロ
シ
ア
語
の
日
常
会
話
レ
ベ
ル
は
母
語
話
者
に
近
く
、
ま
さ
に

“com
petent 

speaker

”と
い
え
る
。
し
か
し
、
彼
女
の
導
入
タ
ス
ク
と

基
礎
タ
ス
ク
の
会
話
産
出
率
は
、
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
両
言
語
で
一
〇
〇

％
で
あ
る
の
に
対
し
（
表
4
を
参
照
）、
認
知
タ
ス
ク
で
は
、
日
本
語
八

九
％
に
対
し
て
ロ
シ
ア
語
は
一
三
％
と
非
常
に
低
い
数
値
を
示
し
て
お
り
、

“com
petent 

speaker
”と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
と
言
え
る
（
表
4
を

5
・
2
　
Ｏ
Ｂ
Ｃ
テ
ス
ト
で
測
る
児
童
の
言
語
運
用
に
お
け
る
教
科
学
習
言

語
側
面

　

Ｏ
Ｂ
Ｃ
テ
ス
ト
に
よ
る
会
話
産
出
を
量
的
に
評
価
す
る
と
、JM

05, 

JF06

の
例
を
除
い
て
被
験
者
全
員
が
日
本
語
の
み
な
ら
ず
、
ロ
シ
ア
語

の
導
入
タ
ス
ク
お
よ
び
基
礎
タ
ス
ク
に
お
い
て
も
概
ね
良
く
で
き
て
い
た

（
表
4
を
参
照
）。
し
か
し
、
難
易
度
の
高
い
対
話
タ
ス
ク
及
び
認
知
タ
ス

ク
で
は
、
両
言
語
間
の
産
出
さ
れ
た
会
話
量
に
差
が
あ
る
事
例
も
あ
っ
た
。

ま
ず
準
一
世
の
場
合
を
み
る
と
、RM

14, 
RF19

は
、「
教
科
学
習
言
語

側
面
」（
以
下
に
「
学
習
言
語
」）
を
含
む
ロ
シ
ア
語
と
日
本
語
の
運
用
能

力
が
同
等
な
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
が
（
表
3
を
参
照
）、RM
07

とRM
15

は
、
ロ
シ
ア
語
の
優
位
性
が
目
立
っ
た
。

　

準
一
世
の
う
ち
認
知
タ
ス
ク
に
お
い
て
学
習
言
語
水
準
が
学
年
相
当
で

は
な
い
被
験
者
（RM

09

）
が
一
名
だ
け
い
た
。RM

09

は
、
日
本
人
と

再
婚
し
た
母
の
連
れ
子
と
し
て
六
歳
の
と
き
に
来
日
し
、
日
本
の
学
校
に

通
い
は
じ
め
た
。
そ
の
た
め
、
彼
の
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
学
習
言
語
の
運
用

は
入
国
年
齢
で
留
ま
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
認
知
タ
ス
ク
に
お
け
る

ロ
シ
ア
語
の
点
数
が
低
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
表
3
を

参
照

：

日
本
語
に
お
い
て
取
得
し
た
二
点
に
対
し
ロ
シ
ア
語
は
一
点
）。

彼
は
ロ
シ
ア
語
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
で
も
地
震
の
理
由
や
物
語
の
再
生

が
で
き
ず
、
認
知
タ
ス
ク
の
達
成
度
が
二
世
に
極
め
て
近
か
っ
た
。
カ
ミ

ン
ズ
（1980

）
は
、
言
語
形
成
期
に
お
け
る
生
活
言
語
を
基
盤
に
し
た
学
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で
あ
る
が
、
認
知
タ
ス
ク
か
ら
み
る
と
、
量
的
に
は
ロ
シ
ア
語
の
ほ
う
が

日
本
語
を
上
回
っ
て
い
る
。
質
的
評
価
を
当
て
は
め
る
と
、
認
知
タ
ス
ク

の
ロ
シ
ア
語
と
日
本
語
は
同
じ
水
準
で
あ
る
。　

　

続
け
て
表
3
を
参
照
す
る
と
、
認
知
タ
ス
ク
に
お
い
て
は
、
日
本
語
と

ロ
シ
ア
語
が
両
方
と
も
望
ま
し
い
水
準
に
達
し
て
い
な
い
二
世
の
例
に
言

及
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、JF06

（2：
2

）；IRM
08

（3

：2

）, 

RM
16

（2

：2

）；RF18

（2

：2

）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
の
背
景
を
み

る
と
、
家
庭
の
言
語
使
用
状
況
が
異
な
る
が
、
み
ん
な
は
日
本
に
お
い
て

滞
在
年
数
が
長
い
二
世
で
あ
る
。RF18, RM

16

の
例
を
除
い
て
、
家
庭

に
お
け
る
言
語
使
用
状
況
で
母
語
不
一
致
家
族
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通

し
て
い
る
。
表
3
の
質
的
評
価
と
表
4
の
量
的
評
価
（
会
話
の
産
出
率
）

を
合
わ
せ
る
と
、
同
様
な
結
果
が
見
ら
れ
た
。

　

JF06

は
、
日
本
語
に
よ
る
認
知
タ
ス
ク
に
お
い
て
収
得
し
た
点
数
の

五
七
％
に
対
し
、
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
収
得
し
た
点
数
は
四
四
点
で
あ
る

（
表
4
参
照
）。
彼
女
は
、
幼
児
期
に
ロ
シ
ア
滞
在
経
験
が
あ
る
も
の
の
、

ロ
シ
ア
語
は
あ
ま
り
伸
び
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
要
因

と
し
て
、
彼
女
の
母
語
で
あ
る
日
本
語
が
充
分
に
発
達
し
て
い
な
い
段
階

で
ロ
シ
ア
に
移
動
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
母
語
の
発
達
が
妨
げ
ら
れ
、
ロ
シ

ア
語
も
そ
の
影
響
を
受
け
、
充
分
に
発
達
し
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
二
世
のRM

16

は
、
認
知
面
を
除
い
て
、
語
彙
の
レ
ベ
ル

だ
け
で
な
く
、
対
話
面
に
お
い
て
も
ロ
シ
ア
語
の
運
用
能
力
が
日
本
語
を

参
照
）。
こ
の
傾
向
は
会
話
の
質
に
も
見
ら
れ
、
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
の

割
合
は
五

：

二
で
あ
っ
た
（
表
3
を
参
照
）。
つ
ま
り
、
認
知
タ
ス
ク
に

お
い
て
は
日
本
語
の
運
用
能
力
が
学
年
相
当
で
あ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
語
で

は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
彼
女
が
「
付
属
学
校
」
を
中
退
し
た
の
は
、
学

習
言
語
の
ま
す
ま
す
高
ま
る
水
準
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
あ
げ
た
い
の
はJF03, JM

01
とJM

02

も
興
味
深
い
例
で
あ
る
。

JM
01

とJM
02

の
二
人
は
兄
弟
で
あ
り
、
兄
弟
間
の
会
話
は
日
本
語
を

用
い
て
い
る
。
学
習
言
語
は
日
本
語
で
あ
り
、
現
在
は
「
ラ
シ
ン
カ
」
と

い
う
「
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
・
ス
ク
ー
ル
」
に
よ
る
継
承
語
教
育
を
受
け

て
い
る
が
、
認
知
タ
ス
ク
に
お
い
て
ロ
シ
ア
語
運
用
能
力
は
学
年
相
当
の

水
準
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
。JM

01

は
、
会
話
の
質
的
評
価
に
お
い
て

日
本
語
で
取
得
し
た
点
数
が
四
点
で
あ
る
の
に
対
し
ロ
シ
ア
語
は
僅
か
一

点
で
あ
り
、JM

02

も
日
本
語
で
五
点
を
取
得
し
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
語

は
二
点
で
あ
っ
た
（
表
3
を
参
照
）。
上
記
三
名
の
共
通
点
は
、
学
習
言

語
に
お
け
る
運
用
能
力
が
日
本
語
よ
り
ロ
シ
ア
語
が
劣
っ
て
い
た
点
で
あ

る
。
言
語
喪
失
が
同
じ
家
庭
で
生
ま
れ
た
兄
弟
の
一
方
の
み
に
も
お
こ
る
。

JF03

に
は
完
全
な
日
本
語
の
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
の
姉
が
い
る
。
別
居
す
る

親
の
施
す
言
語
政
策
に
よ
っ
て
、
そ
の
二
人
の
言
語
運
用
能
力
に
お
け
る

違
い
が
表
れ
た
。JF03

の
ロ
シ
ア
語
の
会
話
に
は
、
あ
る
程
度
問
題
が

あ
る
が
、
意
味
伝
達
を
妨
げ
る
ほ
ど
で
は
な
い
。
日
本
語
が
得
意
な
言
語
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6
　
考
察

　

本
調
査
で
は
、
世
代
に
焦
点
を
当
て
て
、
滞
在
年
数
の
短
い
準
一
世
と

滞
在
年
数
の
長
い
二
世
の
言
語
発
達
を
み
た
。
テ
ス
ト
の
結
果
を
ま
と
め

る
と
、
二
世
は
、
日
本
の
滞
在
年
数
の
長
さ
に
関
係
な
く
、
母
語
一
致
家

族
（RM

04, 
RM

10

）
と
母
語
不
一
致
家
族
の
児
童
（JF03, 

JF12, 

JM
20, JF21, JF22

）
の
よ
う
に
、
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
の
習
得
が
学
年

相
当
だ
っ
た
と
い
う
稀
な
例
の
背
景
に
は
、
学
習
言
語
が
ロ
シ
ア
語
か
否

か
と
い
う
こ
と
や
親
の
著
し
い
努
力
が
あ
っ
た
。
彼
ら
の
訪
露
回
数
は
一

年
に
一
回
か
ら
二
回
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
親
と
ロ
シ
ア
語
で
会
話

を
し
て
も
、
教
科
語
彙
の
学
習
が
ロ
シ
ア
語
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
ロ
シ

ア
語
の
運
用
能
力
の
低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
家
庭
内
の
言
語
と

社
会
の
主
流
言
語
が
異
な
る
母
語
不
一
致
家
族
の
場
合
、
学
習
言
語
の
環

境
を
確
保
し
、
さ
ら
に
親
の
努
力
の
み
で
は
、
継
承
語
教
育
問
題
を
解
決

す
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
能
力
を
養
う
こ
と
は
難
し
い

と
い
え
る
。

　

ま
た
、
カ
ミ
ン
ズ
、
中
島
（2010

）
が
述
べ
て
い
る
通
り
、
児
童
の
言

語
形
成
期
途
中
で
空
間
的
、
言
語
的
に
移
動
し
た
場
合
は
問
題
が
起
こ
り

や
す
い
。
本
調
査
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
言
語
形
成
期
の

途
中
で
移
動
し
た
準
一
世
も
母
語
不
一
致
家
族
二
世
と
同
様
に
、
母
語
が

上
回
っ
て
い
る
。
表
4
を
参
照
す
る
と
、RM

16

の
認
知
面
タ
ス
ク
に
お

い
て
習
得
し
た
点
数
が
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
六
七
％
に
対
し
、
日
本
語
は
四

四
％
し
か
達
し
て
い
な
い
（
表
4
参
照
）。
学
齢
期
が
始
ま
っ
た
ば
か
り

のRM
16

に
と
っ
て
、
認
知
タ
ス
ク
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
す
ぎ
る
た
め
だ

と
推
測
で
き
る
。IRM

08
は
他
の
被
験
者
と
比
べ
て
、
三
言
語
・
三
文

化
の
背
景
を
持
ち
、
母
語
形
成
期
の
途
中
で
言
語
的
な
移
動
を
繰
り
返
し

な
が
ら
極
め
て
難
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
彼
が
「
付
属
学
校
」
の

実
践
を
受
け
て
い
た
が
、
学
習
言
語
に
お
い
て
望
ま
し
い
水
準
に
達
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、「
付
属
学
校
」
を
中
退
し
、「
ラ
シ
ン
カ
」
の
教
育
実

践
を
受
け
て
い
た
。「
ラ
シ
ン
カ
」
は
学
習
言
語
の
教
育
実
践
で
は
な
く
、

継
承
語
の
教
育
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
学
習
言
語
に
よ
る
指
導
が
行
わ
れ

て
い
な
い
が
、
日
本
の
学
校
に
通
っ
て
い
る
彼
に
と
っ
て
、
日
本
の
学
校

は
学
習
言
語
の
唯
一
の
場
と
な
っ
た
。
彼
の
日
本
語
に
よ
る
収
得
し
た
点

数
は
八
九
％
に
対
し
、
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
点
数
は
わ
ず
か
六
三
％
だ
っ
た

（
表
4
参
照
）。
最
後
にRF18

の
例
を
詳
し
く
見
る
と
、
彼
女
は
母
語
一

致
家
族
の
出
身
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
頻
度
の
低
い
語
彙

や
表
現
の
運
用
能
力
が
母
語
話
者
と
比
べ
て
伸
び
ず
、
日
本
語
に
よ
る
運

用
能
力
も
伸
び
な
い
。（
表
4
参
照

：

六
七
％
に
対
し
五
六
％
）。
彼
女
は

日
本
の
学
校
に
通
い
な
が
ら
、「
付
属
学
校
」
の
通
信
教
育
を
受
け
て
い

る
。RF18

は
ま
だ
低
学
年
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
言
語
発
達
を
継
続
的

に
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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と
、
準
一
世
よ
り
二
世
の
数
の
割
合
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
と

比
べ
て
ロ
シ
ア
語
の
運
用
能
力
が
劣
る
た
め
、
継
承
語
話
者
で
あ
る
と
言

え
る
。「
付
属
学
校
」
に
よ
る
母
語
一
致
家
族
の
児
童
へ
の
ロ
シ
ア
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
あ
わ
せ
た
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
指
導
を
軽
視
す
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
母
語
不
一
致
家
族
の
移
民
に
対
す
る
ロ
シ
ア
語
の
教
育
が
適
切
に

な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
海
外
の
補
習
校
の
例
を
扱
う
先
行
研

究　
（
奥
村　

2010

）
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
補
習
校
は

こ
と
ば
の
学
習
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
全
発
達
に
貢
献
で

き
る
活
動
の
場
と
し
て
の
役
割
」
を
担
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

移
民
の
児
童
に
対
す
る
新
た
な
指
導
と
教
育
現
場
が
望
ま
れ
る
。

7
　
残
さ
れ
た
課
題
と
今
後
の
展
望

　

言
語
運
用
時
に
起
こ
る
問
題
を
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
た
め
に
は
、

世
代
に
よ
っ
て
言
語
適
応
が
異
な
り
、
単
純
に
準
一
世
と
二
世
に
分
類
す

る
の
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、Rum

baut
（2002
）
が
提
唱
す
る
よ
う
に
、
被
験
者
の
二
世
を
さ
ら
に
二
つ
に
分
類

し
、
一
・
五
世
（
両
親
と
共
に
移
動
）、
二
・
〇
世
（
現
地
生
ま
れ
親
の

出
身
が
外
国
）
＝
母
語
一
致
家
族
の
児
童
、
二
・
五
世
（
現
地
生
ま
れ
、

片
方
の
親
の
出
身
地
が
外
国
）
＝
母
語
不
一
致
家
族
の
児
童
と
し
て
区
別

し
た
う
え
で
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
、

伸
び
な
い
ま
ま
に
学
齢
期
を
過
ご
し
、
母
語
が
伸
び
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、

そ
れ
に
よ
る
知
識
及
び
概
念
な
ど
も
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
ず
、
日
本
語
に
も

ア
ク
セ
ス
が
困
難
に
な
る
危
険
性
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
扱
っ
た
認
知
タ
ス
ク
が
要
求
す
る
知
識
は
、
ロ
シ
ア
の
学
習
課
程

の
小
学
校
四
年
次
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
付
属
学
校
」
の
学
習

は
、
ま
さ
し
く
カ
ミ
ン
ズ
（2009
）
が
述
べ
て
い
る
通
り
、
進
級
と
と
も

に
各
科
目
の
学
習
内
容
に
つ
い
て
の
概
念
的
な
理
解
や
、
そ
の
分
野
の
語

彙
の
一
貫
し
た
使
用
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。
ロ
シ
ア
語
母
語
話
者
の
場
合

で
あ
れ
ば
、
家
族
及
び
周
囲
が
言
語
環
境
を
支
え
て
お
り
、
そ
の
環
境
下

で
育
つ
児
童
は
、
進
級
と
と
も
に
教
科
学
習
言
語
を
学
年
相
応
に
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
環
境
下
で
ロ
シ
ア
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
児
童
の
場
合
は
、
学
習
言
語
に
お
け
る
運

用
能
力
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
求
め
る
水
準
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ロ
シ
ア
語
に
よ
る
学
習
を
続
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

　

本
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
児
童
で
は
、
学
齢
期
途
中
で
言
語
環
境
を
移

動
す
る
（
準
一
世
）
児
童
よ
り
も
、
日
本
生
ま
れ
、
あ
る
い
は
両
親
と
共

に
幼
児
期
に
移
動
し
た
児
童
（
二
世
）
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
本

調
査
と
同
時
に
主
に
東
京
都
、
神
奈
川
県
で
暮
ら
す
ロ
シ
ア
語
背
景
を
持

つ
子
ど
も
の
親
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
結
果
（
合
計

：

一
一

五
件
）
か
ら
み
る
と
、
二
世
が
準
一
世
を
は
る
か
に
上
回
っ
た
。
一
般
的

に
国
際
結
婚
を
経
て
児
童
を
育
て
る
人
が
多
い
と
い
う
傾
向
を
考
慮
す
る



言語社会　第 6号　　274

（
1
）
継
承
語
と
は
“heritage 

language

”を
意
味
す
る
。
母
語
と
同
じ
よ
う

に
覚
え
た
言
語
で
あ
り
な
が
ら
、
学
校
言
語
へ
の
シ
フ
ト
の
た
め
、
継
承

語
は
完
全
に
は
伸
び
ず
、
そ
の
使
用
は
家
庭
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
内
に

限
定
さ
れ
る
（
中
島　

2010

）。

（
2
）
Ｏ
Ｂ
Ｃ
（O

ral Proficiency T
est for Bilingual Children

）
と
は
、

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｆ
Ｌ
（A

m
erican Council on the T

eaching of Foreign 
Languages

）
提
唱
の
成
人
向
け
の
Ｏ
Ｐ
Ｉ
（O

ral Proficiency Inter-
view

）
を
も
と
に
年
少
者
対
象
に
開
発
さ
れ
た
面
接
テ
ス
ト
で
あ
り
、

言
語
運
用
能
力
を
日
常
会
話
レ
ベ
ル
と
学
習
言
語
レ
ベ
ル
の
両
面
か
ら
測

る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
な
の
で
あ
る
。

（
3
）
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｐ
（Cognitive/A

cadem
ic 

Language 
Proficiency

）
は
学

習
言
語
能
力
を
意
味
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、BICS

（Basic 
Interper-

sonal 
Com

m
unicative 

Skills

）
は
基
礎
伝
達
言
語
能
力
を
指
す

（Cum
m
ins　

1980

）。

（
4
）
許
容
回
答
に
似
た
例
と
し
て
、
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
が
提
唱
し
た
概
念
（
文
法

研
究
）
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
容
認
可
能
性
（acceptability

）」
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
母
語
話
者
の
直
感
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
あ
る
。（
原

口
圧
輔
、
中
村
編　

1992

：4, 353

）

（
5
）「
母
語
一
致
家
族
」
と
「
母
語
不
一
致
家
族
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
山
本

雅
代　
（Y

am
am

oto　

2001；

山
本　

2007

）
を
参
照
。
両
親
の
母
語

が
同
じ
か
否
か
を
軸
に
、
被
験
者
を
2
つ
の
大
き
く
分
類
し
た
。

註
会
話
に
お
け
る
子
ど
も
の
教
科
学
習
言
語
側
面
を
含
む
日
本
語
と
ロ
シ
ア

語
の
運
用
能
力
が
測
定
さ
れ
た
が
、
前
述
し
た
通
り
、
教
科
学
習
言
語
側

面
が
含
ま
れ
る
読
解
力
な
ど
は
今
回
測
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の

言
語
運
用
能
力
の
測
定
を
継
続
的
に
行
い
な
が
ら
、
他
の
言
語
背
景
児
童

を
対
象
に
行
わ
れ
た
研
究
と
比
較
分
析
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
居
住
年

数
、
訪
露
回
数
な
ど
と
運
用
能
力
の
正
負
の
相
関
性
に
つ
い
て
今
後
統
計

分
析
を
加
え
た
い
。
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）「
Ｊ
Ｓ
Ｌ
の
こ
ど
も
の
言
語
教
育
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の
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」、『
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化
間
教

育
』
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、p.155-180

中
島
和
子
（2006

）「
学
校
教
育
の
中
で
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
読
解
力
を
育
て
る

―

N
ew

 International School

に
お
け
るD

RA
-J

読
解
テ
ス
ト
の
開
発
を
通

し
て
」、『
母
語
・
継
承
語
・
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
（
Ｍ
Ｈ
Ｂ
）
研
究
』
2
号
、

p.1-31

中
島
和
子
（2010

）「
継
承
語
、
継
承
語
教
師
、
継
承
語
力
と
は
？

第
2
回
継

承
語
教
師
養
成
ワ
ー
ク
・
シ
ョ
プ
の
開
催
に
当
た
っ
て
」『
母
語
・
継
承
語
・

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
（
Ｍ
Ｈ
Ｂ
）
研
究
会
』、p.2-5

バ
ト
ラ
ー
後
藤
裕
子
（2009

）「
日
本
語
学
習
児
童
生
徒
教
育
へ
提
案

―
ア
メ

リ
カ
が
合
衆
国
の
経
験
を
踏
ま
え
て
」『
母
語
・
継
承
語
・
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教

育
（
Ｍ
Ｈ
Ｂ
）
研
究
』
5
号
、p.1-21

ブ
ッ
シ
ン
ゲ
ル
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
、
田
中
順
子
（2010

）「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
児

童
の
バ
イ
リ
テ
ラ
シ
ー
測
定
の
試
み

―
非
集
住
地
区
に
居
住
す
る
在
日
ブ

ラ
ジ
ル
人
児
童
を
対
象
に
」、『
母
語
・
継
承
語
・
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
（
Ｍ

Ｈ
Ｂ
）
研
究
』
6
号
、p.23-41

穆
紅
（2008

）「
第
二
言
語
環
境
下
の
中
国
人
児
童
生
徒
の
母
語
保
持
要
因

―

母
語
の
認
知
面
に
注
目
し
て
」、『
母
語
・
継
承
語
・
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育

（
Ｍ
Ｈ
Ｂ
）
研
究
』
4
号
、p.27-47

松
下
達
彦
（2005

）「
語
彙
学
習
先
行
も
ジ
ュ
ー
ル
の
日
中
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
児

童
・
生
徒
へ
応
用

―
母
語
の
漢
字
知
識
を
生
か
す
」『
母
語
・
継
承
語
・
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
（
Ｍ
Ｈ
Ｂ
）
研
究
』
創
刊
号
、p.84-95

山
内
進
（2003

）『
言
語
教
育
学
・
入
門

―
応
用
言
語
学
を
言
語
教
育
に
活
か

す
』
大
修
館
書
店

Chom
sky N

oam
 A

spects of the T
heory of Syntax, the M

. I. T
. Press, 

M
assachusetts, Cam

bridge, 1965
Cum

m
ins Jim

 

“The Cross-Lingual D
im

ensions of Language Profi-
ciency: Im

plications for Bilingual Education and the O
ptim

al A
ge 

Issue.

” TE
SO

L Q
uarterly, 14, 1980, p.175-187

Cum
m
ins Jim

 

“Fundam
ental Psycholinguistic and Social Principles 

参
考
文
献



言語社会　第 6号　　276

U
nderlying Educational Success for Linguistic M

inority Students

” 
in Skutnabb-K

angas, T
ove et al. 

（eds.

）, Social Justice through 
M

ultilingual E
ducation, Bristol; Buffalo: M

ultilingual M
atters, 

2009
K
anno, K

azue, T
om

om
i H

asegaw
a, K

eiko Ikeda, Y
asuko Ito and 

M
ichael H

. Long, 
“Prior Language-Learning Experience and V

ari-
ation in the Linguistic Profiles of A

dvanced English-Speaking 
Learners of Japanese

” in Brinton, K
agan and Bauckus 

（eds.

）, 

H
eritage Language E

ducation: A
 N

ew
 Field of E

m
erging, N

ew
 

Y
ork and London: Rutledge, 2008, p.165-179

Rum
bautRoben G. 

“Served or Sustained A
ttachm

ent? Language, 
Identity, and Im

agined Com
m
unities in the Post-Im

m
igrant Gen-

eration.

” in T
he Changing Face of H

om
e: T

he T
ransnational 

Lives of the Second G
eneration, edited by Peggy Levitt and M

ary 
C. W

aters, N
ew

 Y
ork: Russell Sage Foundation, 2002, 43-95

 

（
ば
そ
ゔ
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No.
правильный ответ

（正解）
допустимый ответ
（許容範囲） 

неверный ответ
（誤用例）

1 глаз глаза

2 ресницы брови

3 губы рот зубы

4 десна челюсть зубы

5 рука ладонь

6 большой палец палец, пальчик  

7 ногти ноготочки когти

8 нос

9 виноград

10 яйца яйцо ноги

11 креветка рак, краб кальмар

12 молоко

13 корова бык（雄、雌）

14 рога рог копыта

15 хвост собака, пес

16 курица петух（雄鶏、雌鳥）

17 лошадь конь, лошадка зебра

18 слон

19 мышь крыса, мыши

20 усы

21 дерево

22 лист листва

23 ветка ветвь, ветки, сук палка, палки, корни

24 вентилятор кондиционер, пропеллер

25 выключатель свет, кнопка, включа-
тель

26 телефон （телефонный）аппарат

27 дверь

28 ручка дверная замок, рука от дверь

29 крыша черепица, чердак потолок

30 лестница ступеньки, перила

31 окно окошко стекло
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32 парта стол полка

33 выдвижной ящик стола ящик шкаф

34 доска классная доска класс

35 приспособение для 
стирания

тряпка △ стерка, щетка

36 карта карта мира, карта 
Японии

картина, страна

37 ножницы ножница

38 тетради и книги, 
учебнки

учебник, тетрадка, 
книга, записная книга

 

39 медсестра санитарка, медработник врач, тетя, девочка, 
повар

40 врач доктор, слушать повар

41 пожарный, пожарник человек, который тушит 
пожар

пожарная машина

42 автобус транспорт, машина, 
машины

остановка, автобусная 
станция

43 самолет самолеты

44 крыло крылья двигатель

45 плавать пловец, бассейн, плыву-
щий человек

46 чистить зубы зубная щетка △ зубочистка

47 одеваться одежда, переодеваться, 
одевает

снимать одежду

48 вставать подниматься с постели, 
просыпаться

спать, лежать, футон

49 сидеть садиться встать

50 злиться, сердиться злое лицо, ругаться, 
хмуриться

51
уборка убирать（ся）, убирать 

мусор, подметать, мести, 
мыть

52 писать писать по-японски рисовать

53 короткий мини-юбка длинный, не длинный

54 тонкий тонкий карандаш толстый, узкий, каран-
даш, худой

55 легкий сумка тяжело, тяжелый, 
не тяжелый

表 1　TOAM語彙テスト　正誤表（ロシア語） （筆者による作成）
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＃
記
号
番
号

世　
　

代

年　
　

齢

滞
在
年
数

入
国
年
齢

日
本
語

比　
　

較

ロ
シ
ア
語

1 JM01 2世 8 8 0 89％ ＞ 56％

2 JM02 2世 9 9 0 100％ ＞ 75％

3 JF03 2世 8 8 0 80％ ＜ 84％

4 JM04 2世 12 12 0 91％ ＝ 91％

5 JM05 2世 7 7 0 96％ ＞ 5％

6 JF06 2世 9 9 0 75％ ＞ 64％

7 RM07 準 1世 11 3 8 75％ ＜ 89％

8 IRM08 2世 11 11 0 95％ ＞ 73％

9 RM09 準 1世 10 5 6 98％ ＞ 80％

10 RM10 2世 9 9 0 93％ ＞ 91％

11 JF11 2世 11 11 0 96％ ＞ 49％

12 JF12 2世 12 12 0 87％ ＜ 95％

13 RF13 準 1世 8 1 8 49％ ＜ 85％

14 RM14 準 1世 11 3 8 84％ ＜ 87％

15 RM15 準 1世 9 2 8 85％ ＜ 98％

16 RM16 2世 6 3 3 67％ ＜ 76％

17 JM17 2世 7 7 0 87％ ＞ 31％

18 RF18 2世 8 8 0 65％ ＜ 82％

19 RF19 準 1世 11 5 6 96％ ＞ 78％

20 JM20 2世 7 7 0 72％ ＜ 78％

21 JF21 2世 9 9 0 98％ ＞ 96％

22 JF22 2世 7 7 0 98％ ＞ 89％

表 2　TOAM語彙カードの正解率（合：55カード）
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被験者情報 基礎言語面 対話面 認知タスク

＃
記
号
番
号

世　
　

代

年　
　

齢

滞
在
年
数

入
国
年
齢

日
本
語

比　
　

較

ロ
シ
ア
語

日
本
語

比　
　

較

ロ
シ
ア
語

日
本
語

比　
　

較

ロ
シ
ア
語

1 JM01 2世 8 8 0 5 ＞ 3 4 ＞ 3 4 ＞ 1

2 JM02 2世 9 9 0 5 ＞ 3 5 ＞ 4 5 ＞ 2

3 JF03 2世 8 8 0 4 ＞ 3 4 ＝ 4 3 ＝ 3

4 RM04 2世 12 12 0 5 ＝ 5 5 ＞ 4 5 ＝ 5

5 JM05 2世 7 7 0 5 ＞ 1 5 ＞ 2 4 ＞ 1

6 JF06 2世 9 9 0 3 ＝ 3 2 ＝ 2 2 ＝ 2

7 RM07 準 1世 11 3 8 3 ＜ 5 3 ＜ 5 3 ＜ 5

8 IRM08 2世 11 11 0 3 ＞ 2 3 ＜ 4 3 ＞ 2

9 RM09 準 1世 10 5 6 3 ＜ 4 3 ＝ 3 2 ＞ 1

10 RM10 2世 9 9 0 4 ＜ 5 4 ＝ 4 4 ＝ 4

11 JF11 2世 11 11 0 5 ＞ 3 4 ＞ 3 5 ＞ 2

12 JF12 2世 12 12 0 5 ＝ 5 4 ＝ 4 4 ＝ 4

13 RF13 準 1世 8 1 8 3 ＜ 4 5 ＞ 4 3 ＝ 3

14 RM14 準 1世 11 3 8 4 ＝ 4 5 ＝ 5 3 ＝ 3

15 RM15 準 1世 9 2 8 5 ＝ 5 4 ＜ 5 3 ＜ 5

16 RM16 2世 6 3 3 3 ＜ 4 3 ＜ 4 2 ＝ 2

17 JM17 2世 7 7 0 3 ＞ 2 4 ＞ 3 4 ＞ 1

18 RF18 2世 8 8 0 2 ＜ 3 3 ＝ 3 2 ＝ 2

19 RF19 準 1世 11 5 6 4 ＞ 3 5 ＝ 5 5 ＞ 4

20 JM20 2世 7 7 0 4 ＝ 4 4 ＝ 4 2 ＜ 3

21 JF21 2世 9 9 0 5 ＞ 4 5 ＞ 4 5 ＝ 5

22 JF22 2世 7 7 0 5 ＝ 5 4 ＜ 5 5 ＞ 3

表 3　会話の産出の 5段階評価（質的表評価）
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被験者情報 導入タスク 基礎タスク 対話タスク 認知タスク

＃

記
号
番
号

年　
　

齢

世　
　

代

入
国
年
齢

日
本
語

比　
　

較

ロ
シ
ア
語

日
本
語

比　
　

較

ロ
シ
ア
語

日
本
語

比　
　

較

ロ
シ
ア
語

日
本
語

比　
　

較

ロ
シ
ア
語

1 JM01 8 2世 0 100％ ＝ 100％ 100％ ＝ 100％ 81％ ＝ 81％ 77％ ＞ 56％

2 JM02 9 2世 0 100％ ＝ 100％ 88％ ＜ 100％ 100％ ＞ 75％ 100％ ＞ 50％

3 JF03 8 2世 0 100％ ＝ 100％ 89％ ＜ 100％ 83％ ＞ 73％ 63％ ＜ 75％

4 RM04 12 2世 0 100％ ＝ 100％ 100％ ＝ 100％ 82％ ＜ 91％ 100％ ＞ 89％

5 JM05 7 2世 0 100％ ＞ 33％ 89％ ＞ 22％ 82％ ― 67％ ＞ 17％

6 JF06 9 2世 0 ― 56％ 100％ ＞ 67％ 0％ ＜ 8％ 57％ ＞ 44％

7 RM07 11 準 1世 8 100％ ＝ 100％ 89％ ＜ 100％ 83％ ＜ 92％ 78％ ＜ 100％

8 IRM08 11 2世 0 100％ ＝ 100％ 100％ ＞ 83％ 83％ ＝ 83％ 89％ ＞ 63％

9 RM09 10 準 1世 6 92％ ＞ 91％ 100％ ＝ 100％ 83％ ＞ 73％ 33％ ＜ 44％

10 RM10 9 2世 0 86％ ＜ 100％ 89％ ＝ 89％ 75％ ＞ 67％ 75％ ＜ 78％

11 JF11 11 2世 0 100％ ＝ 100％ 100％ ＝ 100％ 75％ ＞ 58％ 89％ ＞ 13％

12 JF12 12 2世 0 100％ ＝ 100％ 100％ ＝ 100％ 92％ ＞ 83％ 89％ ＞ 78％

13 RF13 8 準 1世 8 100％ ＝ 100％ 88％ ＜ 100％ 100％ ＞ 67％ 78％ ＜ 100％

14 RM14 11 準 1世 8 100％ ＝ 100％ 100％ ＝ 100％ 100％ ＞ 92％ 78％ ＞ 75％

15 RM15 9 準 1世 8 100％ ＝ 100％ 78％ ＞ 71％ 67％ ＜ 89％ 67％ ＜ 73％

16 RM16 6 2世 3 100％ ＝ 100％ 100％ ＝ 100％ 83％ ＜ 92％ 44％ ＜ 67％

17 JM17 7 2世 0 100％ ＞ 50％ 78％ ＞ 75％ 75％ ＞ 67％ 78％ ＞ 44％

18 RF18 8 2世 0 100％ ＝ 100％ 100％ ＝ 100％ 91％ ＞ 83％ 67％ ＞ 56％

19 RF19 11 準 1世 6 100％ ＝ 100％ 100％ ＝ 100％ 92％ ＝ 92％ 100％ ＝ 100％

20 JM20 7 2世 0 100％ ＞ 90％ 100％ ＝ 100％ 100％ ＞ 83％ 42％ ＜ 88％

21 JF21 9 2世 0 100％ ＝ 100％ 100％ ＝ 100％ 100％ ＝ 100％ 89％ ＞ 78％

22 JF22 7 2世 0 90％ ＝ 90％ 100％ ＝ 100％ 75％ ＜ 92％ 78％ ＞ 67％

表 4　会話の産出率　（量的評価）　（塗りつぶしは 2世の母語一致児童を指す）




